
各整備振興会のアンケート項目（一部抜粋）
・ 整備要員が不足している原因は
・ 従業員の充足状況は
・ 人手不足の対応について具体策はお考えですか
・ 現在、外国人材を雇用されていますか
・ 外国人材に求めるものは
・ 外国人材受入れに向けての課題は
・ 外国人材にどのような業務を期待していますか
・ 外国人材を雇用して良かったこと・苦労したこと
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私たちは返品を笑顔でお受けします
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人手不足の実態把握急ぐ
近畿の整備業界　相次ぎアンケート調査

７
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４月から新たに在留資格「特定技能」がスタートした。国は、整備職種では今後５年間の受入
れ見込み数を最大７千人とする方針を示している。既存の外国人技能実習制度とともに整備
業での外国人材の活用促進に期待が高まっている。
一方、各制度や外国人材に対して正確に理解している事業者はまだ決して多くはない。全国
的に傾向として人手不足の慢性化は間違いないが、地域や業態、規模によって深刻さにも温
度差がある。これらの現状を踏まえ、各振興会は、まずは地域ごとの実態把握が急務と考え、
人手不足に関するアンケート調査の実施に踏み切った。
アンケートでは整備要員の不足状況や理由などを聞いた。「整備要員が不足している」と回答
した工場は全体では６割に達した。一方、指定と認証を分けると、指定は７割近くが「不足して
いる」と答えたのに対し、認証は「不足していない」が過半数を超える結果となった。
外国人材についても複数の質問項目を設定した。「外国人材を検討しているか」では、「考え
ていない」「将来的には必要になるかもしれないが現時点では予定の域を出ない」の２回答が７
割を占め、様子見の事業者がいまだ多いことが明らかになった。
当社では・・・整備業界の皆様のお役に立つ！事を目的に、外国人技能実習制度の取り組み
に力を入れております。是非、当社担当者までお気軽にお声がけ下さい！

外国人材への反応見極め

近畿地区で自動車整備事業者の人材不足の現状を把握する取り組みが活発化している。奈
良を除く５府県の整備振興会が相次いで実施した人手不足に関するアンケート調査では外国
人材に関する項目が特に目立つ。各団体は事業者の人手不足に関する正確な現状把握を
急ぐとともに、外国人材に対する反応を見極め、今後の施策に活用していく構えだ。
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《経営理念》
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